
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 

福島県教職員研究論文表彰 

 

令和４年１２月１２日（月）南相馬合同庁舎において、令和４年度福島県教職員研究論文の表彰が

行われました。今年度、相双域内においては、３件の応募がありました。県の審査の結果、南相馬市

立石神第二小学校 若松優教諭、相馬市立日立木小学校 渡邊舞香養護教諭が入選されました。また

論文応募者表彰として、相馬市立中村第一中学校（団体）が表彰されました。式典では、相双教育事

務所 横山修所長から挨拶、佐藤公一次長（業務）兼学校教育課長から論文に対する講評がありまし

た。受賞された皆様には、今後も相双域内の教育の充実に向け、実践、研究をさらに深められて御自

身の専門性を向上させることを期待しております。本当におめでとうございました。 

なお、これまでの福島県教職員研究論文入賞一覧及び福島県教職員特選研究論文集については県教

育委員会Ｗebにて閲覧ができます。 

 

・福島県教育委員会「福島県教職員研究論文について」

（https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/gimukyoiku69.html） 

領域等 研究主題名
所属学校名（団体名）

（職名）　氏名

学習指導
運動の楽しさに気付き、味わうことのできる児童の育成

 ～体育科における対話的な学びを通して～

南相馬市立石神第二小学校

教諭　若松　優

学校保健
主体的に健康の保持増進を図る児童の育成

～自己マネジメント力を育む歯と口腔の自律的健康づくりを通して～

相馬市立日立木小学校

養護教諭　渡邊　舞香

学習指導 リーディングスキルの視点を取り入れた授業改善と指導の工夫 相馬市立中村第一中学校


